
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）』
第
四
十
六
号
　
抜
刷
（
二
〇
一
九
年
十
月
）

神
奈
川
・
松
蔭
寺
所
蔵
銅
造
如
来
像
（
伝
阿
弥
陀
如
来
像
）
と
そ
の
伝
来

神

野

祐

太

【
論
文
】
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

金
銅
仏
、
飛
鳥
時
代
後
期
（
白
鳳
時
代
）、
武
蔵
国
橘
樹
郡
、
西
寺
尾
八
幡
社
、

横
浜
市

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
に
所
在
す
る
松
蔭
寺
に
は
、
銅
造
如
来
像
（
伝
阿
弥

陀
如
来
像
）
が
伝
わ
る
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
当
時
の
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
が
、
伝
来
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
評
価
は
一
定
し
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
昭
和
二
十
二
年
当
時
の
新
聞
記
事
や
調
査
員
の
論
考
等
に
よ
り
、
本

像
の
伝
来
に
つ
い
て
考
察
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
武
蔵
国
橘
樹
郡
の
西
寺
尾
八

幡
社
に
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
の
影
響
を
受
け

て
別
当
寺
で
あ
る
松
蔭
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

ま
た
、
作
風
を
検
討
し
飛
鳥
時
代
前
期
の
止
利
様
式
と
七
世
紀
に
も
た
ら
さ
れ

た
初
唐
様
式
を
折
衷
し
た
作
風
で
あ
る
と
考
察
し
、
東
京
・
深
大
寺
釈
迦
如
来
倚

像
や
千
葉
・
龍
角
寺
薬
師
如
来
坐
像
と
比
肩
し
う
る
作
例
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

武
蔵
国
以
外
か
ら
の
移
入
の
可
能
性
も
残
る
が
、
仮
に
現
地
付
近
で
の
製
作
と
す

れ
ば
東
国
や
武
蔵
国
域
の
古
代
彫
刻
史
上
で
も
大
変
貴
重
な
作
例
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
す
る
。

は
じ
め
に

　

松
蔭
寺
は
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
に
所
在
し
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
仏
寿
禅
師
に

よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
、
臨
済
宗
建
長
寺
派
に
属
す
る
禅
宗
寺
院
で
あ
る
。
同
寺
所
蔵

銅
造
如
来
像
（
伝
阿
弥
陀
如
来
像
）
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
彫
刻
史
の
先
行
研
究
に
お

い
て
は
、
伝
来
が
十
分
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
製
作
年
代
や
製
作
地
に
つ
い
て

様
々
な
見
解
が
出
さ
れ
、
評
価
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
八

年
（
二
〇
一
六
）
に
横
浜
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
文
化
財
調
査（

１
）が
お
こ
な
わ
れ
、
飛

鳥
時
代
の
仏
像
と
し
て
改
め
て
評
価
さ
れ
、
同
年
十
一
月
に
横
浜
市
指
定
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
筆
者
も
そ
の
調
査
に
参
加
し
、『
横
浜
の
文
化
財
―
横
浜
市
文

化
財
総
合
調
査
概
報
―
』
に
解
説（

２
）を

執
筆
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
解
説
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
の
所
在
確
認
当
時
の
新
聞
記
事
や
調
査

に
携
わ
っ
た
池
谷
健
治
氏
の
論
考
等
の
文
献
類
を
提
示
し
、
像
の
伝
来
等
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。

一　

如
来
坐
像
の
概
要

　

ま
ず
、
如
来
像
（
図
１
～
6
）
の
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
。
像
高
は
二
五
・

三
㎝
（
八
寸
三
分
）
で（

３
）、

坐
像
で
一
尺
六
寸
を
測
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
計
画

的
な
も
の
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
正
面
を
向
き
左
足
を
上
に
し
て
趺
坐
し
、
裳

裾
を
台
座
前
に
た
ら
す
。
肉
髻
を
あ
ら
わ
し
、
螺
髪
を
賽
の
目
状
に
刻
む
。
髪
際
一

段
と
四
段
目
以
降
の
正
面
の
螺
髪
は
、
各
粒
を
丸
く
整
え
る
。
螺
髪
は
両
側
面
の
耳

上
半
ば
ま
で
と
し
、
後
頭
部
は
省
略
す
る
。
髪
際
は
正
面
を
や
や
湾
曲
さ
せ
る
。
肉

髻
珠
及
び
白
毫
相
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
耳
垂
部
は
不
貫
で
平
板
状
と
す
る
。
三
道
相
を

刻
む
。
衲
衣
・
覆
肩
衣
・
裙
を
着
け
る
。
衲
衣
は
左
肩
か
ら
右
脇
腹
に
ま
わ
り
腹
前

を
通
っ
て
再
び
右
肩
に
か
か
る
。
覆
肩
衣
は
両
肩
を
覆
い
、
右
前
膊
に
か
か
り
、
膝

神　

野　

祐　

太

【 

論
文 

】
神
奈
川
・
松
蔭
寺
所
蔵
銅
造
如
来
像
（
伝
阿
弥
陀
如
来
像
）

と
そ
の
伝
来
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横
に
垂
れ
る
。
覆
肩
衣
の
端
は
衲
衣
に
た
く
し
込
ま
な
い
。
裙
の
下
端
を
み
せ
、
正

面
中
央
で
左
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
身
体
部
正
面
で
膝
を
覆
い
左
膝
下
に
た
く
し
込

ま
れ
る
一
枚
布
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
作
者
の
服
制
へ
の
理
解
が
及
ん
で
い
な
い

部
分
で
あ
ろ
う
か
）。
両
臂
を
屈
し
、
左
は
前
膊
を
膝
に
つ
け
掌
を
上
に
し
て
第
一
、

二
指
を
軽
く
捻
じ
る
。
右
は
前
膊
を
膝
か
ら
や
や
う
か
せ
掌
を
立
て
第
一
、
二
指
を

捻
じ
他
指
を
伸
ば
す
。

　

蠟
型
の
銅
製
鋳
造
で
頭
頂
か
ら
裳
先
ま
で
一
鋳
と
し
、
像
内
は
外
形
に
沿
っ
て
空

洞
に
す
る
。
中
型
土
が
わ
ず
か
に
残
存
す
る
。
頭
頂
部
に
鉄
芯
を
抜
い
た
穴
が
あ
る
。

体
部
背
面
地
付
き
か
ら
高
一
三
・
〇
㎝
に
横
長
長
方
形
の
穴
が
貫
通
し
、
型
持
ち
痕

に
か
か
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
像
底
背
面
部
の
左
右
に
鋳
造
後
の
は
つ
り
が
み

ら
れ
、
鋳
造
時
の
湯
口
を
設
け
た
と
思
わ
れ
る
。
左
手
首
先
下
、
右
足
先
端
の
先
、

右
手
首
先
下
方
に
そ
れ
ぞ
れ
透
き
切
れ
の
穴
が
み
ら
れ
る
。
頭
髪
部
を
除
き
全
面
鍍

金
。

　

表
面
の
鍍
金
が
処
々
で
剝
落
す
る
の
を
除
け
ば
概
ね
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

頭
頂
部
中
央
に
う
め
ら
れ
た
円
形
の
異
材
が
後
補
で
、
台
座
（
高
一
三
・
五
㎝
、
木

製
）
は
新
補
で
あ
る
。

二　

伝
来
に
つ
い
て

　

次
に
、
本
像
の
伝
来
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
横

浜
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
文
化
財
調
査
以
前
に
は
、
伝
来
に
つ
い
て
触
れ
た
先
行
研

究
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
本
像
の
所
在
確
認
に
か
か
わ
る
記

事
を
掲
載
し
た
地
方
新
聞
と
郷
土
誌
の
中
か
ら
見
出
さ
れ
た
文
献
を
提
示
し
、
本
像

の
原
所
在
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

松
蔭
寺
に
お
い
て
本
像
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

に
お
こ
な
わ
れ
た
横
浜
市
資
料
調
査
会
に
よ
る
寺
院
調
査
時
で
あ
る
。
そ
の
調
査
時

と
そ
の
後
の
様
子
が
地
元
紙
『
神
奈
川
新
聞
』
同
年
七
月
二
十
八
日
付
記
事
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
全
文
を
左
に
掲
げ
る（

４
）。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改

め
、
旧
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

〔
見
出
し
〕

帰
化
人
の
作
か　

国
宝
に
指
定
を
申
請　

松
蔭
寺
か
ら
稀
有
の
古
仏
像
発
見

〔
本
文
〕

人
里
離
れ
た
横
浜
市
鶴
見
区
東
寺
尾
の
松
蔭
寺
か
ら
、
千
数
百
年
前
の
金
銅
造

り
弥
勒
菩
薩
像
一
体
が
発
見
さ
れ
、
関
東
で
最
古
を
争
う
奈
良
朝
初
期
の
名
作

と
し
て
国
立
博
物
館
で
専
ら
の
話
題
と
な
つ
て
い
る
。
郷
土
史
の
快
ニ
ユ
ー
ス

●
○
横
浜
市
史
料
調
査
会
委
員
の
吉
谷
、
石
井
、
池
谷
の
三
氏
は
こ
の
ほ
ど
鶴

見
方
面
の
寺
社
調
査
を
行
つ
て
い
た
が
、
は
か
ら
ず
も
松
蔭
寺
の
中
か
ら
飛
鳥

様
式
の
流
れ
を
汲
む
弥
勒
像
を
発
見
。
顔
の
長
さ
一
寸
八
分
、
坐
高
八
寸
五
分
、

も
か
け
の
高
さ
二
寸
、
全
長
一
尺
五
分
。
顔
は
明
治
三
十
二
年
北
多
摩
の
深
大

寺
床
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
銅
造
釈
迦
像
（
現
在
国
宝
）
に
瓜
二
つ
で
、
こ
の
像

は
も
と
隣
村
西
寺
尾
八
幡
宮
の
御
神
体
だ
つ
た
も
の
を
明
治
初
年
の
神
仏
分
離

の
折
松
蔭
寺
に
移
管
し
た
こ
と
が
判
明
。
早
速
国
立
博
物
館
に
搬
入
し
て
監
査

官
野
間
清
六
、
丸
尾
彰
三
郎
両
権
威
の
鑑
定
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
関
東
に
は
珍

し
い
奈
良
朝
初
期
の
傑
作
で
、
北
多
摩
深
大
寺
の
釈
迦
像
や
千
葉
竜
角
寺
の
も

の
な
ど
と
比
肩
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
定
。
博
物
館
に
陳
列
の
上
、
国
宝
の
手

続
き
を
と
る
こ
と
に
な
つ
た
。

●
○
松
蔭
寺
は
鎌
倉
建
長
寺
三
十
世
仏
寿
禅
師
の
開
創
す
る
古
刹
で
、
こ
う
し

た
名
作
が
西
来
の
も
の
か
関
東
で
作
ら
れ
た
も
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
経
路
を
た

ど
つ
て
、
数
奇
な
運
命
を
こ
の
寺
に
隠
し
て
い
た
も
の
か
は
全
く
不
明
だ
が
、

上
代
帰
化
人
の
高
級
文
化
を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
関
東
に
流
れ
こ
み
、
こ
の
グ
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図１　如来坐像　全体正面　神奈川・松蔭寺
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図 2　如来坐像　全体左斜側面　神奈川・松蔭寺
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図 3　如来坐像　顔　神奈川・松蔭寺
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図４　如来坐像　全体左側面　神奈川・松蔭寺
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図５　如来坐像　全体背面　神奈川・松蔭寺
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ル
ー
プ
が
作
つ
た
信
仰
上
の
芸
術
作
品
が
、
た
ま
た
ま
関
東
最
古
の
仏
像
と
し

て
残
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

●
○
こ
れ
に
つ
い
て
野
間
清
六
氏
は
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

「
深
大
寺
の
も
の
よ
り
は
や
や
時
代
は
さ
が
る
か
も
知マ

マ

れ
な
い
が
名
作
で
す
。

奈
良
時
代
初
期
の
も
の
で
直
ち
に
書
類
を
作
つ
て
国
宝
に
指
定
す
る
積
り
で

す
」（
写
真
は
そ
の
仏
像
）

　

尊
名
を
「
弥
勒
菩
薩
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
が
、
概
ね
事
実
を
伝
え

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
の
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
新
聞
記
事
に

も
名
前
が
挙
が
る
池
谷
健
治
氏
の
発
表
さ
れ
た
「
松
蔭
寺
蔵
金
銅
如
来
像
に
つ
い
て
」

で
あ
る
。
郷
土
史
研
究
雑
誌
の
『
郷
土
よ
こ
は
ま
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
該
当
箇
所
は

左
記
の
通
り
。

　

昭
和
二
十
二
年
横
浜
市
史
料
調
査
会
が
発
足
し
て
間
も
な
い
同
年
七
月
十
二

日
生
麦
、
寺
尾
方
面
に
第
一
回
の
調
査
を
行
い
、
適
、
東
寺
尾
町
松
蔭
寺
よ
り

発
見
さ
れ
た
銅
製
如
来
像
を
、
吉
谷
華
圃
氏
は
白
鳳
期
の
も
の
と
主
張
さ
れ
た

が
類
例
の
乏
し
い
資
料
の
た
め
、
真
疑マ

マ

未
定
の
ま
ま
九
ヶ
年
の
歳
月
を
経
た
一

昨
年
秋
、
国
立
博
物
館
に
て
、
つ
い
に
同
時
代
の
優
作
た
る
事
が
確
定
を
見
る

に
至
っ
た
今
日
、
こ
れ
に
関
係
し
た
一
員
と
し
て
往
時
を
顧
み
、
欣
懐
の
念
を

禁
じ
得
な
い
次
第
でマ

マ

るマ
マ

。

　

な
お
、
古
く
寺
に
伝
え
ら
れ
風
土
記
稿
に
も
記
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
建

武
年
間
の
古
図
も
、
最
近
東
京
に
て
発
見
さ
れ
、
郷
土
史
家
の
間
に
鶴
見
を
中

心
と
す
る
中
世
史
の
研
究
に
大
き
い
波
紋
を
投
じ
て
い
る
際
な
の
で
、
同
調
査

員
の
一
人
た
り
し
石
井
光
太
郎
氏
の
す
す
め
る
ま
ま
、
こ
こ
に
本
仏
像
を
紹
介

す
る
意
味
で
拙
文
を
草
す
る
事
と
し
た
。（
中
略
）

図６　如来坐像　像底　神奈川・松蔭寺
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発
見
当
時
現
在
、
川
上
誠
宗
師
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
本
像
は
古
く
西

寺
尾
八
幡
の
神
体
で
、
神
仏
分
離
の
際
、
別
当
寺
で
あ
つ
た
関
係
で
厨
子
料
、

十
円
が
そ
え
ら
れ
当
寺
の
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。（
後
略（

５
））

　

こ
の
二
つ
の
文
献
か
ら
、
初
め
て
所
在
が
確
認
さ
れ
た
当
時
の
状
況
と
そ
れ
以
前

の
伝
来
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
伝
来
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
端
的
に
い
う
な

ら
ば
、
本
像
は
近
世
ま
で
松
蔭
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
西
寺
尾
八
幡
に
御
神
体
と
し
て
祀

ら
れ
て
お
り
、
明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
の
影
響
に
よ
り
、
別
当
寺
で
あ
っ
た
松
蔭
寺

に
厨
子
料
十
円
と
と
も
に
移
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
池
谷
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

江
戸
時
代
後
期
の
地
誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
六
十
七
、
橘
樹
郡
之
十
、
八

幡
社
条
に
本
像
と
み
ら
れ
る
左
記
の
記
述
が
あ
る
。

村
の
西
寄
に
あ
り
、
此
社
も
山
の
上
な
り
本
社
宮
作
り
に
て
一
間
四
方
、
本
地

は
阿
弥
陀
の
坐
像
銅
に
て
造
る
長
二
尺
許（

６
）、

こ
こ
に
み
え
る
銅
造
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
長た
け

二
尺
ば
か
り
と
し
、
本
像
の
総
高
と

比
べ
て
も
倍
近
い
数
値
で
あ
る
が
、『
風
土
記
稿
』
の
作
者
は
仏
像
の
大
き
さ
を
概

数
で
記
述
す
る
場
合
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、
当
時
据
え
ら
れ
て
い
た
台
座

（
現
存
せ
ず
）
を
も
含
め
た
大
き
さ
を
記
述
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
記
述
は
本
像
に

関
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
。『
風
土
記
稿
』
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
か
ら
編

纂
が
開
始
さ
れ
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
調
査
を
終
え
、
天
保
元
年
（
一
八

三
〇
）
に
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
十
九
世
紀
初
頭
に
は
武
蔵
国
橘
樹
郡
の
西
寺
尾
八

幡
社
に
所
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

西
寺
尾
八
幡
社
は
、
現
在
の
横
浜
市
神
奈
川
区
松
見
町
に
所
在
す
る
八
幡
神
社
で

あ
り
、
祭
神
は
応
神
天
皇
、
創
建
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、

西
寺
尾
村
の
村
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
三
十
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
八
幡
大
神
（
も
し

く
は
八
幡
大
社
）
と
い
う
名
称
を
八
幡
神
社
に
改
め
た
。
昭
和
三
十
六
年
九
月
社
殿

を
瓦
葺
き
流
れ
造
り
に
改
築
し
、
現
在
に
至
る（

７
）。

中
世
の
鶴
見
や
寺
尾
は
、
寿
永
二

年
（
一
一
八
三
）
二
月
二
十
七
日
に
源
頼
朝
が
鶴
岡
八
幡
新
宮
若
宮
領
と
し
て
寄
進

し
た
「
武
蔵
国
師
岡
保
内
大
山
郷（

８
）」

が
鶴
見
に
比
定
さ
れ
、
ま
た
文
安
四
年
（
一
四

四
七
）
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
領
「
寺
尾
郷
之
渋
沢
村（

９
）」

の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
鶴
岡

八
幡
宮
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
が
何
か
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
池
谷
氏
の
記
事
中
に
ふ
れ
ら
れ
る
、
松
蔭
寺
に
旧
蔵
さ
れ
た
「
建
武
年
間

の
古
図
」
は
武
蔵
国
鶴
見
寺
尾
郷
図（

（1
（

で
現
在
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
の
所
蔵
に
な
る
。

同
図
は
墨
書
に
よ
っ
て
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
五
月
十
二
日
に
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
が
、
こ
の
地
図
中
に
は
松
蔭
寺
や
八
幡
神
社
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
同
社

の
創
建
が
ど
の
時
期
ま
で
遡
り
う
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。「
八
幡
宮（

（1
（

」
や
二
か
所
の

「
阿
弥
陀
堂
」
墨
書
が
あ
る
も
の
の
本
像
の
原
所
在
と
し
て
比
定
す
る
の
は
史
料
が

な
い
た
め
困
難
で
あ
る
。

　

続
い
て
本
像
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
状
況
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
横
浜
市
史
の
編

纂
の
た
め
組
織
さ
れ
た
横
浜
市
史
料
調
査
会
に
よ
る
も
の
で
、
第
一
回
目
の
調
査
を

生
麦
、
寺
尾
方
面
で
お
こ
な
っ
た
。
そ
こ
で
松
蔭
寺
を
調
査
し
た
際
に
本
像
が
確
認

さ
れ
た
。
新
聞
記
事
に
名
前
の
挙
が
る
調
査
委
員
三
名
は
、
吉
谷
華
圃
・
石
井
光
太

郎
・
池
谷
健
治
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
横
浜
市
文
化
財
調
査
の
先
駆
者
た
ち
で
横
浜
の

生
き
字
引
と
み
な
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
。
調
査
日
は
七
月
十
二
日（

（1
（

で
同
月
二
十
八
日

に
は
す
で
に
国
立
博
物
館
（
東
京
国
立
博
物
館
の
前
身
）
に
持
ち
込
ま
れ
、
当
時
の

彫
刻
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
野
間
清
六
や
丸
尾
彰
三
郎
（
文
部
省
国
宝
調
査
室

調
査
官
）
の
目
に
触
れ
て
お
り
、
国
宝
保
存
法
下
で
の
国
宝
指
定
の
候
補
に
挙
が
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
像
の
価
値
は
所
在
が
確
認
さ
れ
た
当
時
よ
り
認
め
ら
れ
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て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
新
聞
記
事
を
見
る
限
り
、
指
定
さ
れ
る
可
能
性
は
高
か

っ
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
年
に
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
後
の
文
化
財
保
護
法
下
で

も
未
指
定
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る（

（1
（

。
行
政
に
よ
る
文
化
財
指
定
は
、
前
述
の
通

り
平
成
二
十
八
年
に
横
浜
市
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
当

時
す
で
に
数
少
な
い
東
国
の
金
銅
仏
と
し
て
価
値
が
認
め
ら
れ
た
東
京
・
深
大
寺
釈

迦
如
来
倚
像
（
図
７
）
と
千
葉
・
竜
角
寺
薬
師
如
来
坐
像
に
比
肩
す
る
像
と
し
て
意

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

七
月
二
十
八
日
以
降
、
一
度
松
蔭
寺
に
戻
さ
れ
た
ら
し
く
、
八
月
二
日
に
石
井
光

太
郎
と
池
谷
健
治
が
国
立
博
物
館
に
搬
入
し
、
そ
の
模
様
は
『
サ
ン
写
真
新
聞
』
昭

和
二
十
二
年
八
月
三
日
付
の
記
事
に
詳
し
い（

（1
（

。
東
京
国
立
博
物
館
の
台
帳
に
は
、
搬

入
二
日
後
の
九
月
四
日
が
寄
託
受
入
日
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
の
段
階
の
も

の
か
不
明
な
が
ら
、
本
像
の
像
内
に
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

図７　釈迦如来倚像　東京・深大寺

彫
刻
区
寄
託

　

神
奈
川
松
蔭
寺

第
一
〇
四
号

国
宝
阿
弥
陀
如
来
坐
像

こ
の
ラ
ベ
ル
に
は
「
国
宝
」
と
い
う
文
字
が
見
え
、
国
宝
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う

誤
解
を
招
く
ほ
ど
の
評
価
を
受
け
た
彫
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

　

一
方
、
池
谷
氏
の
記
事
の
中
で
は
発
見
後
九
年
間
位
置
づ
け
が
定
ま
ら
な
か
っ
た

様
子
も
う
か
が
え
る
。「
真
疑マ

マ

未
定
の
ま
ま
九
ヶ
年
の
歳
月
を
経
た
一
昨
年
秋
、
国

立
博
物
館
に
て
、
つ
い
に
同
時
代
の
優
作
た
る
事
が
確
定
を
見
る
に
至
っ
た
」
と
語

る
の
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
日
本
金

銅
仏
展
に
出
品
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
初
め
て
一

般
に
公
開
さ
れ
た
機
会
と
み
ら
れ
、
こ
の
展
覧
会
の
図
録
『
日
本
金
銅
仏
図
録
』
に

よ
れ
ば
製
作
年
代
を
奈
良
時
代
前
期
と
す
る（

（1
（

。
当
時
の
東
京
国
立
博
物
館
の
奈
良
時

代
前
期
は
現
在
の
区
分
で
い
え
ば
飛
鳥
時
代
後
期
で
あ
る（

（1
（

。

　

製
作
年
代
に
関
す
る
考
察
は
次
章
で
お
こ
な
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
像
の
伝

来
が
江
戸
時
代
後
期
ま
で
判
明
す
る
こ
と
は
重
要
で
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
も
の

の
長
く
武
蔵
国
橘
樹
郡
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
よ
う
。

三　

製
作
年
代
に
つ
い
て

　

製
作
年
代
に
関
す
る
主
な
見
解（

（1
（

は
、
飛
鳥
時
代
後
期
（
白
鳳
時
代
）、
奈
良
時
代
、

平
安
時
代
と
様
々
な
見
解
が
あ
り
一
定
し
な
い
。
一
方
で
、
奈
良
時
代
や
平
安
時
代

と
す
る
、
ど
の
説
も
飛
鳥
時
代
後
期
の
仏
像
を
模
し
た
も
の
と
い
う
見
解
は
概
ね
一

致
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
六
六
〇
年
代
か
ら
七
一
〇
年
ま
で
を
飛
鳥
時
代
後
期

（
白
鳳
時
代
）
と
す
る（

（1
（

。
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図８　如来立像（N153 号） 東京国立博物館図 9　同　顔

図 11　薬師如来坐像　顔　千葉・龍角寺 図 10　釈迦如来倚像　顔　東京・深大寺
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図 12　阿弥陀如来倚像及び両脇侍像（N144 号）
　東京国立博物館

図 13　如来倚像（N148 号）　東京国立博物館

　

こ
こ
で
、
三
つ
の
点
に
着
目
し
て
今
一
度
本
像
の
作
風
を
検
討
す
る
。

　

一
点
目
は
面
貌
表
現
で
あ
る
。
低
い
肉
髻
、
後
頭
部
の
湾
曲
す
る
地
髪
部
縁
、
平

板
な
耳
垂
部
、
ほ
ぼ
平
行
に
引
か
れ
た
上
下
の
瞼
、
細
い
目
、
人
中
、
真
一
文
字
に

結
ば
れ
た
口
等
の
形
式
上
の
特
徴
は
、
例
え
ば
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
中
の
如
来
立
像

（
N
一
五
三
号
、
図
８
・
9
）
の
よ
う
な
童
顔
童
形
像
の
一
群
と
共
通
し
た
表
現
が

み
ら
れ
る
。
目
の
彫
り
方
に
注
目
す
る
と
、
本
像
は
瞼
の
縁
に
沿
っ
て
た
が
ね
で
彫

り
、
目
の
中
央
部
分
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
目
の
彫
り
方
は
、
東
京
・
深
大

寺
釈
迦
如
来
倚
像
（
図
10
）
の
よ
う
な
関
東
に
伝
来
す
る
金
銅
仏
や
、
中
央
に
眼
を

向
け
る
と
、
盗
難
に
遭
い
現
在
も
行
方
が
わ
か
ら
な
い
奈
良
・
新
薬
師
寺
香
薬
師
如

来
立
像
、
奈
良
・
小
山
廃
寺
跡
出
土
の
塼
仏
の
頭
部
等
に
も
み
ら
れ
る
。
人
中
と
下

唇
の
下
に
へ
こ
み
を
あ
ら
わ
す
の
は
、
飛
鳥
時
代
の
金
銅
仏
に
よ
く
み
ら
れ
る
表
現

で
、
法
隆
寺
観
音
菩
薩
立
像
（
夢
違
観
音
）、
法
隆
寺
献
納
宝
物
中
の
小
金
銅
仏
、

深
大
寺
像
や
千
葉
・
龍
角
寺
薬
師
如
来
坐
像
（
図
11
）
に
み
ら
れ
、
塑
像
で
も
奈
良
・

川
原
寺
裏
山
遺
跡
出
土
の
天
部
頭
部
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

　

二
点
目
は
着
衣
形
式
で
あ
る
。
着
衣
形
式
が
最
も
近
い
像
と
し
て
、
法
隆
寺
献
納

宝
物
中
の
飛
鳥
時
代
後
期
の
銅
造
阿
弥
陀
如
来
倚
像
及
び
両
脇
侍
像
（
N
一
四
四
号
、

図
12
）
及
び
銅
造
如
来
倚
像
（
N
一
四
八
号
、
図
13
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
衲
衣
・
覆

肩
衣
・
裙
を
着
け
、
衲
衣
が
右
肩
に
か
か
ら
な
い
点
、
衲
衣
と
裙
の
裾
を
台
座
に
懸

け
る
点
が
共
通
す
る
。
両
像
と
も
に
覆
肩
衣
を
衲
衣
や
裙
に
た
く
し
込
む
点
は
異
な

る
。
本
像
の
覆
肩
衣
の
端
を
他
の
衣
に
た
く
し
込
ま
な
い
例
は
珍
し
い
形
式
と
言
え

る
。

　

三
点
目
は
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
前
膊
が
極
端
に
短
い
点
、
掌
や
足
の
大
き

さ
が
体
の
比
率
に
比
べ
て
大
き
い
点
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
点
は
、
奈
良
・
法
隆
寺

金
堂
釈
迦
如
来
坐
像
を
は
じ
め
と
す
る
飛
鳥
時
代
前
期
の
止
利
派
の
仏
像
に
よ
く
み

ら
れ
る
。
前
述
し
た
飛
鳥
時
代
後
期
の
童
顔
童
形
の
如
来
立
像
（
N
一
五
三
号
、
図
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図 14　如来立像（N153 号）左側面　 東京国立博物館

14
）
と
も
共
通
す
る
。
し
か
し
、
肩
幅
が
広
い
点
や
胸
を
張
っ
て
腹
の
奥
行
を
ほ
と

ん
ど
出
さ
な
い
姿
は
、
七
世
紀
後
半
の
奈
良
・
当
麻
寺
塑
造
弥
勒
仏
坐
像
（
図
15
・

16
）
や
多
く
の
塼
仏
や
押
出
仏
の
如
来
像
の
よ
う
な
初
唐
様
式
の
影
響
を
受
け
た
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
近
い
。
金
銅
仏
で
は
、
飛
鳥
時
代
後
期
の
奈
良
・
正
暦
寺
伝
薬
師

如
来
倚
像
、
同
桜
本
坊
如
来
坐
像
の
よ
う
な
肩
を
い
か
ら
せ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
像
が
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
は
、
肩
幅
の
広
さ
や
ブ
ロ
ッ

ク
を
積
み
重
ね
た
よ
う
な
体
部
等
の
特
徴
を
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
の

木
彫
像
と
の
類
似
と
み
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
初
唐
様
式
の

特
徴
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
胸
の
奥
行
と
腹
の
奥
行
が
ほ
ぼ
同
じ
厚
さ
な

の
で
、
奈
良
末
か
ら
平
安
初
期
の
腹
の
奥
行
が
深
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
は
一
線
を

画
す
。
つ
ま
り
、
本
像
は
飛
鳥
時
代
前
期
の
様
式
と
初
唐
様
式
と
の
折
衷
的
な
造
形

と
み
ら
れ
、
製
作
年
代
は
飛
鳥
時
代
後
期
の
七
世
紀
後
期
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

図 16　同　左側面 図 15　弥勒仏坐像　奈良・当麻寺
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ほ
か
に
も
衲
衣
で
足
裏
半
ば
ま
で
覆
う
点
や
衲
衣
や
裙
を
垂
下
さ
せ
る
点
は
、
飛

鳥
時
代
前
期
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
、
や
や
進
ん
だ
造
形
感
覚
が
見
受
け
ら
れ
る

部
分
と
し
て
注
意
し
て
よ
い
。

四　

印
相
に
つ
い
て

　

最
後
に
印
相
に
注
目
す
る
。
本
像
の
印
相
は
両
手
と
も
第
一
・
二
指
を
捻
じ
て
他

指
を
の
ば
す
、
い
わ
ゆ
る
来
迎
印
に
近
い
形
を
と
る
。
た
だ
、
指
同
士
が
触
れ
合
う

場
所
は
若
干
異
な
り
、
左
は
指
先
が
触
れ
合
う
程
度
、
右
は
指
先
で
は
な
く
第
二
指

の
左
側
面
に
第
一
指
の
腹
が
触
れ
る
形
で
あ
る
。

　

飛
鳥
時
代
に
遡
る
阿
弥
陀
如
来
像
の
多
く
は
法
隆
寺
金
堂
壁
画
六
号
壁
の
阿
弥
陀

浄
土
図
の
よ
う
に
両
手
を
胸
前
に
あ
ら
わ
す
転
法
輪
印
を
結
ん
で
お
り
、
押
出
仏
や

塼
仏
に
作
例
が
み
ら
れ
る（

（1
（

。
転
法
輪
印
以
外
の
印
相
で
阿
弥
陀
如
来
像
と
み
ら
れ
る

の
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
中
の
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
（
N
一
四
四
号
）、
法
隆

寺
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
（
伝
橘
夫
人
念
持
仏
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
化
仏

を
い
た
だ
く
観
音
菩
薩
像
と
水
瓶
を
い
た
だ
く
勢
至
菩
薩
像
が
脇
侍
と
し
て
配
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
阿
弥
陀
如
来
像
と
判
明
す
る
。
献
納
宝
物
像
は
左
手
は
本
像
と
同

じ
く
第
一
・
二
指
を
や
や
空
間
を
あ
け
て
あ
わ
せ
る
よ
う
に
し
、
右
手
は
全
指
を
伸

ば
し
て
施
無
畏
印
の
形
と
す
る
。
伝
橘
夫
人
念
持
仏
像
は
左
手
を
第
一
、
二
、
三
指

を
伸
ば
し
第
四
、
五
指
を
軽
く
捻
じ
る
刀
印
の
形
に
近
く
、
右
手
は
掌
を
や
や
内
側

に
む
け
て
施
無
畏
印
と
す
る
。
つ
ま
り
、
飛
鳥
時
代
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
印
相
は
転

法
輪
印
以
外
は
、
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、

本
像
の
印
相
も
阿
弥
陀
如
来
特
有
の
来
迎
印
の
初
期
的
な
例
で
あ
る
と
も
い
え
な
く

も
な
い
が
、
現
段
階
で
は
作
例
数
が
少
な
い
こ
と
や
阿
弥
陀
の
来
迎
思
想
の
需
要
の

側
面
か
ら
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
来
迎
印
を
結
ぶ
仏
像
は
奈
良
時
代
の
法
隆

寺
伝
法
堂
中
の
間
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
古
い
例
と
し
て
知
ら
れ
、
平
安
時
代
前
期
に

な
る
と
四
天
王
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
や
元
興
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。
た

だ
、
両
手
の
指
の
位
置
は
こ
れ
ら
と
は
相
違
が
あ
り
、
来
迎
印
を
受
容
し
て
い
く
過

渡
期
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
献
納
宝
物
像
（
N
一
四
四
号
）
と
左
手
の
印
相

が
近
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
印
相
が
当
初
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
造
ら
れ
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
本
像
は
い
ず
れ
か
の
時
期
に
来
迎
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来
像

と
認
識
さ
れ
、
西
寺
尾
八
幡
社
に
祀
ら
れ
た
。
同
社
は
八
幡
神
を
祭
神
と
し
、
神
仏

習
合
の
思
想
を
背
景
に
八
幡
神
の
本
地
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
松
蔭
寺
所
蔵
の
銅
造
如
来
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
伝
来
に
関
し
て
は
、

江
戸
時
代
に
は
武
蔵
国
橘
樹
郡
西
寺
尾
八
幡
社
（
現
、
横
浜
市
神
奈
川
区
松
見
町
の

八
幡
神
社
）
に
所
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
当
該
地
に
古
代
か
ら
伝
来
し
た
可
能

性
も
必
ず
し
も
否
定
で
き
な
い
。
造
形
的
に
も
関
東
を
代
表
す
る
作
域
で
あ
り
、
深

大
寺
像
や
龍
角
寺
像
と
同
等
の
価
値
を
有
し
て
お
り
、
神
奈
川
県
域
の
最
古
の
仏
像

と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。

　

古
代
の
武
蔵
国
橘
樹
郡
で
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
川
崎
市
宮
前
区
の
影
向

寺
周
辺
に
橘
樹
郡
家
跡
と
古
代
寺
院
跡
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
郡
家
跡
は
七
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
ま
で
の
役
所
遺
跡
で
、
影
向
寺
周
辺
か
ら
七

世
紀
末
の
白
鳳
様
式
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
寺
の
創
建
は
飛
鳥
時
代

後
期
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
郡
家
や
古
代
寺
院
の
存
在
は

本
像
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
で
、
直
接
的
な
史
料
は
な
い
も
の
の
影
向
寺
と
の
関

係
を
想
像
し
た
く
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
型
の
金
銅
仏
で
あ
る
た
め
移
動
が
容
易
で

あ
る
こ
と
も
十
分
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の

在
地
性
を
重
視
し
、
東
国
の
古
代
史
上
に
位
置
付
け
て
考
え
る
こ
と
も
選
択
肢
の
ひ
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と
つ
と
し
て
残
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）
調
査
は
寄
託
先
で
あ
る
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
八
月
一

日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
山
本
勉
、
加
島
勝
、
萩
原
哉
、
荻
野
愛
海
、
花
澤
明
優

美
の
各
氏
と
筆
者
で
あ
る
。

（
２
）
神
野
祐
太
「
銅
造
如
来
坐
像
（
伝
阿
弥
陀
如
来
像
）」
解
説
（『
横
浜
の
文
化
財
―
横
浜
市
文

化
財
総
合
調
査
概
報
―
』
二
五
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。
本
稿
の
内
容
と
一
部
重
複
す
る
部
分

が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
３
）
横
浜
市
文
化
財
調
査
時
の
山
本
勉
氏
作
成
調
書
を
参
照
し
た
。

法
量
の
詳
細
は
左
記
の
通
り
（
単
位
は
㎝
）。

総
高
（
頭
頂
―
裳
懸
先
端
）
三
三
・
八

髪
際
高　
　

二
一
・
六

　

頂
―
顎　
　

八
・
九　
　

面　

長　
　

五
・
二　
　

面　

幅　
　

四
・
七

　

耳　

張　
　

六
・
五　
　

面　

奥　
　

七
・
〇　
　

胸
奥
（
右
）
七
・
二　

　

腹　

奥　
　

七
・
四　
　

肘　

張　
　

七
・
四　
　

裾　

張　

二
〇
・
七

　

膝　

張　

一
六
・
九　
　

坐　

奥　

一
二
・
一　
　

像　

奥　

一
六
・
〇

　

膝
高
（
右
）
四
・
六　
　

同
（
左
）　  

四
・
九

（
４
）『
神
奈
川
新
聞
』
記
事
の
存
在
は
、
武
田
周
一
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
５
）『
郷
土
よ
こ
は
ま
』
三
、
一
九
五
七
年
七
月
。

（
６
）
八
幡
社
条
の
全
文
を
左
に
掲
げ
る
。
引
用
は
『
大
日
本
地
誌
大
系
』
三
（
雄
山
閣
、
一
九
五

七
年
四
月
）
に
よ
る
。

村
の
西
寄
に
あ
り
、
此
社
も
山
の
上
な
り
本
社
宮
作
り
に
て
一
間
四
方
、
本
地
は
阿
弥

陀
の
坐
像
銅
に
て
造
る
長
二
尺
許
、
拝
殿
は
九
尺
に
二
間
半
前
に
鳥
居
を
立
つ
、
当
社

も
勧
請
の
年
歴
を
伝
へ
ず
、
按
に
今
東
寺
尾
の
松
蔭
寺
に
蔵
す
る
建
武
年
中
其
寺
の
地

形
を
図
せ
し
も
の
に
、
八
幡
の
社
あ
る
よ
し
を
載
す
、
今
も
此
寺
当
社
の
別
当
な
れ
ば
、

其
所
は
古
と
も
違
ひ
ぬ
れ
ど
何
の
頃
に
か
此
に
移
せ
し
も
の
な
ら
ん
、
外
に
は
村
内
に

八
幡
の
社
も
な
け
れ
ば
、
恐
く
は
建
武
の
前
よ
り
勧
請
あ
り
し
社
な
ら
ん
、
さ
れ
ど
此

事
別
当
寺
に
伝
ふ
る
所
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
今
よ
り
い
か
に
と
も
定
め
が
た
し
、
土
人
云

ふ
往
古
は
神
輿
あ
り
し
が
や
ゝ
も
す
れ
ば
祟
を
な
せ
し
か
は
、
村
民
を
そ
れ
て
山
の
麓

に
埋
み
た
り
と
云
、
今
其
所
を
舎
句
子
と
て
少
祠
を
建
て
あ
り
、
舎
句
子
と
云
は
い
か

な
る
故
な
り
や
詳
に
せ
ず
、
例
祭
は
年
毎
に
六
月
二
十
七
日
、

（
７
）
八
幡
神
社
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
役
所
編
『
横
浜
市
史
稿
』
神
社
編
（
横
浜
市
役
所
、
一
九

三
二
年
二
月
）、
神
奈
川
区
誌
編
さ
ん
刊
行
実
行
委
員
会
編
『
神
奈
川
区
誌
』（
神
奈
川
区
誌

編
さ
ん
刊
行
実
行
委
員
会
、
一
九
七
七
年
十
月
）
を
参
照
。

（
８
）
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室
編
『
神
奈
川
県
史　

資
料
編
一　

古
代
・
中
世
一
』（
神

奈
川
県
、
一
九
七
〇
年
三
月
）、
四
二
二
頁
。

（
９
）
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室
編
『
神
奈
川
県
史　

資
料
編
三　

古
代
・
中
世
三
下
』

（
神
奈
川
県
、
一
九
七
九
年
三
月
）、
一
六
頁
。

（
10
）
武
蔵
国
鶴
見
寺
尾
郷
図
に
つ
い
て
は
、
高
島
緑
雄
「
建
武
元
年
正
統
庵
領
鶴
見
寺
尾
郷
図
の

研
究
―
中
世
南
武
蔵
の
水
田
と
水
利
―
」（『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
二
五
、
一

九
八
七
年
三
月
、
の
ち
に
『
関
東
中
世
水
田
の
研
究
―
絵
図
と
地
図
に
み
る
村
落
の
歴
史
と

景
観
―
』〔
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
七
年
三
月
〕
所
収
）
等
を
参
照
し
た
。

（
11
）
黒
田
日
出
男
「
地
域
の
歴
史
空
間
を
歩
く
（
下
）」（『
月
刊
百
科
』
二
八
五
、
一
九
八
六
年
七

月
）
や
註
10
の
高
島
論
文
に
よ
れ
ば
、「
八
幡
宮
」
の
文
字
は
擦
り
消
さ
れ
た
後
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
も
の
で
は
な
く
加
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

（
12
）『
サ
ン
写
真
新
聞
』
四
〇
四
号
（
一
九
四
七
年
八
月
三
日
付
）
に
よ
れ
ば
、七
月
十
日
と
い
う
。

こ
の
記
事
の
存
在
は
、
川
上
閑
栖
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
全
文
を
左
に
掲
げ
る
。

〔
見
出
し
〕

鶴
見
に
埋
れ
て
い
た
国
宝
級
の
仏
像

関
東
で
三
体
目　

奈
良
朝
初
期　

帰
化
人
の
傑
作

〔
本
文
〕

二
日
の
朝
ま
だ
き　

人
も
ま
ば
ら
な
上
野
の
森
を　

国
立
博
物
館
へ
と
急
ぐ
人
二
人　

横
浜
市
史
料
調
査
委
員　

石
井
光
太
郎　

池
谷
健
治
の
両
氏
で　

大
事
そ
う
に
か
か
え

た
風
ろ
敷
包
み
に
は
小
さ
な
仏
像
一
体
が　

ち
ん
座
ま
し
ま
し
て
い
た
。

深
大
寺
の
と
同
形
の
金
銅
像
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こ
の
仏
像
は　

座
高
八
寸
五
分　

も
掛
け
の
高
さ
二
寸
五
分　

全
長
一
尺
一
寸　

腰
か

ら
上
は
深
大
寺
（
都
北
多
摩
郡
）
の
し
や
か
像
（
明
治
二
二
年
発
見
）
と
全
く
同
形　

博
物
館
鑑
査
官
野
間
清
六　

丸
尾
彰
三
郎
両
権
威
の
鑑
定
に
よ
り
純
然
た
る
奈
良
朝
初

期
（
約
千
数
百
年
前
）
の
作
で　

帰
化
人
の
中　

極
め
て
高
級
な
文
化
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
所
産
ら
し
く　

深
大
寺
像
よ
り　

や
や
時
代
は
下
る
か
も
知
れ
ぬ
が　

奈
良
朝
時
代

の
も
の
と
し
て
は
関
東
で　

こ
れ
が
第
三
体
目
の
発
見　

最
古
形
式
で　

一　

二
位
を

競
う
優
秀
な
金
属　

あ
み
だ
如
来
で　

は
か
り
知
れ
ぬ
価
値
を
持
つ
珍
ら
し
い
尊
像
と

　

太
鼓
判
を
押
さ
れ
た
。

期
待
さ
れ
る
学
界
へ
の
資
料

こ
れ
は
去
る
七
月
一
〇
日　

前
期
二
氏
が
郷
土
史
研
究
家　

吉
谷
華
圃
氏
と
三
人
で　

横
浜
市
鶴
見
区
東
寺
尾
町
に
あ
る
古
寺　

松
陰マ
マ

寺
の
本
堂
に　

人
知
れ
ず
ち
り
に
埋
も

れ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
の
を　

発
見
し
た
も
の
で　

近
く
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
。
万
一

の
こ
と
が
あ
つ
て
は
と
博
物
館
搬
入
ま
で
は　

努
め
て
発
表
を
ひ
か
え
一
日
夜
陰
に
寺

か
ら
搬
出　

二
日
早
朝　

ひ
そ
か
に
運
ん
で
来
た
と
い
う
わ
け
だ
が　

こ
の
仏
像
の
細

部
に
わ
た
る
研
究
の
結
果
は　

学
界
に
幾
多
の
新
資
料
を　

も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

〔
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
そ
の
一
〕

話
題
の
あ
み
だ
如
来
像　

も
か
け
（
は
か
ま
の
部
分
）
が　

奈
良
時
代
形
式
で　

肩
の

い
か
つ
て
い
る
点
が　

西
国
も
の
と
違
う
特
色
と
い
わ
れ
る

〔
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
そ
の
二
〕

仏
像
が
発
見
さ
れ
た
松
陰マ
マ

寺
本
堂　

こ
の
中
に
あ
る
同
寺
本
尊
の
後
ろ
に　

他
の
雑
像

と
ま
ざ
つ
て
い
た

〔
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
そ
の
三
〕

搬
入
す
る
発
見
者　

池
谷
（
右
）　

石
井
（
左
）
両
氏

（
13
）『
朝
日
新
聞
（
京
浜
版
）』（
一
九
五
六
年
一
月
二
十
一
日
付
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十

年
（
一
九
五
五
）
に
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
金
銅
仏
展
」
に
よ
っ
て
、
本

像
の
製
作
年
代
が
白
鳳
時
代
と
決
ま
り
、
指
定
の
手
続
き
が
再
度
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
記
事
の
存
在
は
、
川
上
閑
栖
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
左
記
に
全

文
を
掲
げ
る
。

　

な
お
、
文
中
に
重
要
美
術
品
と
あ
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
に
文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
重
要
文
化
財
の
誤
り
で
あ
る
。

〔
見
出
し
〕

白
鳳
時
代
の
逸
品
と
分
る

松
蔭
寺
所
蔵
の
仏
像

九
年
か
か
っ
て
鑑
定

〔
本
文
〕

東
京
国
立
博
物
館
の
古
代
美
術
の
権
威
者
た
ち
が
、
鑑
定
に
九
年
も
か
か
っ
た
珍
し
い

金
銅
仏
が
こ
の
ほ
ど
、
仏
教
渡
来
後
数
十
年
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
関
東
以
北
で
は

最
古
の
も
の
と
わ
か
り
、
近
く
国
の
重
要
美
術
品
指
定
の
手
続
き
が
と
ら
れ
る
。
こ
の

仏
像
は
横
浜
市
鶴
見
区
東
寺
尾
町
松
蔭
寺
＝
川
上
誠
宗
住
職
＝
所
蔵
の
座
高
二
四
・
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
総
高
三
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
釈
迦
如
来
座
像
。
昭
和
二
十

二
年
七
月
、
横
浜
市
の
郷
土
史
研
究
家
池
谷
健
治
氏
ら
が
松
蔭
寺
で
見
つ
け
、
白
鳳

（
ほ
う
）
時
代
（
奈
良
前
期
、
千
二
百
余
年
前
）
の
も
の
と
主
張
し
た
が
、
地
元
の
研
究

家
た
ち
か
ら
相
手
に
さ
れ
ず
、
博
物
館
に
持
込
ん
だ
。
同
館
で
も
年
代
推
定
な
ど
に
九

年
間
も
か
か
り
、
昨
秋
、
同
館
の
野
間
清
六
、
石
田
茂
作
、
矢
島
恭
介
、
千
沢
植
治
ら

の
各
氏
が
調
査
結
果
を
持
寄
り
、
や
っ
と
白
鳳
時
代
の
作
で
〝
国
宝
級
〟
の
逸
品
と
わ

か
っ
た
。
鑑
定
に
ヒマ
マ

マ
ど
っ
た
わ
け
は
博
物
館
の
説
明
に
よ
る
と
①
藤
原
、
鎌
倉
時
代

の
ニ
セ
モ
ノ
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
一
部
に
あ
っ
た
②
法
隆
寺
四
十
八
た
い
（
躰
）

仏
な
ど
同
時
代
の
も
の
と
比
較
研
究
し
た
③
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
こ
の
時
代
の
特
徴
を

備
え
て
い
る
の
だ
が
、
年
代
推
定
で
は
意
見
が
ま
ち
ま
ち
に
な
っ
て
い
た
。
な
ど
の
た

め
で
、
こ
の
こ
ろ
の
金
銅
仏
は
畿
内
を
除
い
て
非
常
に
少
な
く
、
関
東
以
北
で
は
こ
れ

を
ふ
く
め
て
三
ツ
、
し
か
も
宗
教
的
な
気
品
を
も
っ
た
作
品
だ
と
い
う
。
地
元
で
国
の

重
美
指
定
の
手
続
を
急
い
で
い
る
が
、
こ
の
作
者
や
経
路
は
わ
か
ら
な
い
。

博
物
館
矢
島
考
古
課
長
の
話　

見
せ
ら
れ
た
と
き
は
こ
ん
な
に
古
い
も
の
が
あ
っ
た
の

か
、
と
び
っ
く
り
し
た
。
貴
重
な
も
の
な
の
で
私
た
ち
も
慎
重
に
調
べ
〝
奈
良
時
代
前

期
の
作
〟
と
や
っ
と
意
見
が
一
致
し
た
。
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〔
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
〕

＝
写
真
は
白
鳳
時
代
の
作
と
鑑
定
さ
れ
た
仏
像

（
14
）
註
12
の
『
サ
ン
写
真
新
聞
』
記
事
参
照
。

（
15
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
金
銅
仏
図
録
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
五
五
年
十
月
）。

（
16
）
註
15
の
『
日
本
金
銅
仏
図
録
』
に
よ
る
時
代
区
分
は
、
飛
鳥
時
代
を
五
五
二
年
か
ら
六
四
五

年
ま
で
、
奈
良
時
代
を
六
四
六
年
か
ら
七
九
三
年
と
区
分
す
る
。
奈
良
時
代
を
平
城
京
遷
都

の
七
一
〇
年
で
区
切
る
と
、
六
四
六
年
か
ら
七
〇
九
年
を
奈
良
時
代
前
期
、
七
一
〇
年
か
ら

七
九
三
年
を
奈
良
時
代
後
期
と
み
な
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
で

の
時
代
区
分
は
、
飛
鳥
時
代
を
五
九
三
年
か
ら
七
一
〇
年
、
奈
良
時
代
を
七
一
〇
年
か
ら
七

九
四
年
と
す
る
。

（
17
）
本
像
に
触
れ
た
主
な
論
考
や
解
説
は
左
記
の
と
お
り
。

①
『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
四
七
年
七
月
二
十
八
日
付
記
事

②
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
金
銅
仏
図
録
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
五
五
年
十
月
）

③
池
谷
健
治
「
松
蔭
寺
蔵
金
銅
如
来
像
に
つ
い
て
」（『
郷
土
よ
こ
は
ま
』
三
、
一
九
五
七
年

七
月
）

④
五
島
美
術
館
編
『
金
銅
仏
展
２
』（
五
島
美
術
館
、
一
九
七
二
年
）

⑤
田
辺
三
郎
助
「
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
神
奈
川
・
松
蔭
寺
）」
解
説
（
松
原
三
郎
・
田
辺
三
郎

助
『
小
金
銅
仏
』
東
京
美
術
、
一
九
七
九
年
二
月
）、

⑥
鷲
塚
泰
光
『
金
銅
仏
』（『
日
本
の
美
術
』
二
五
一
、
至
文
堂
、
一
九
八
七
年
四
月
）

⑦
東
京
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
金
銅
仏
―
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
―
』
図
録
（
東
京
国
立
博

物
館
、
一
九
八
七
年
三
月
）

⑧
金
子
啓
明
「
如
来
坐
像
」
解
説
（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
図
録
金
銅
仏
―
中
国
・

朝
鮮
・
日
本
―
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
八
年
三
月
）

⑨
薄
井
和
男
「
概
説
」（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
『
神
奈
川
の
金
銅
仏
』
図
録
、
神
奈
川
県
文

化
財
協
会
、
一
九
八
八
年
十
月
）

⑩
薄
井
和
男
・
塩
澤
寛
樹
「
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
解
説
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
『
神

奈
川
の
金
銅
仏
』
図
録
、
神
奈
川
県
文
化
財
協
会
、
一
九
八
八
年
十
月
）

⑪
鎌
倉
国
宝
館
編
『
阿
弥
陀
仏
の
世
界
』
図
録
（
鎌
倉
国
宝
館
、
一
九
九
六
年
）

⑫
林
宏
一
「
武
蔵
の
仏
像
」（『
国
華
』
一
四
〇
一
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

⑬
岩
佐
光
晴
「
薬
師
如
来
像
」
解
説
（
平
成
十
八
年
度
～
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
『
生
身
と
霊
験
―
宗
教
的
意
味
を
踏
ま
え
た
仏
像
の
基

礎
的
調
査
研
究
―
』
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
・
日
本
美
術
史
研
究
室
、
二
〇

一
四
年
三
月
）、
こ
の
文
献
の
存
在
は
原
浩
史
氏
よ
り
ご
教
示
を
受
け
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
示
さ
れ
る
製
作
年
代
は
左
記
の
と
お
り
。

①
奈
良
時
代
初
期
（
野
間
清
六
談
）、
②
奈
良
時
代
前
期
、
③
白
鳳
時
代
、
④
、
⑤
天
平
時
代

末
～
平
安
時
代
、
⑥
平
安
初
期
、
⑦
天
平
時
代
～
平
安
時
代　

八
世
紀
～
九
世
紀
、
⑧
天
平

時
代　

八
世
紀
、
⑨
白
鳳
形
式
を
踏
襲
す
る
奈
良
時
代
最
末
頃
、
⑩
奈
良
時
代
～
平
安
時
代

　

八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
め
頃
、
⑪
奈
良
時
代
、
⑫
八
世
紀
、
⑬
七
世
紀
後
半

（
18
）
内
藤
栄
「
白
鳳
の
美
術
」（
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
白
鳳
―
花
ひ
ら
く
仏
教
美
術
―
』
奈
良
国

立
博
物
館
・
読
売
新
聞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
近
畿
、
二
〇
一
五
年
七
月
）。

（
19
）
阿
弥
陀
の
印
相
に
関
し
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
。
泉
武
夫
「
十
体
阿
弥
陀
像
の
成
立
」（『
仏

教
芸
術
』
一
六
五
、
一
九
八
六
年
三
月
）、
光
森
正
士
『
阿
弥
陀
如
来
像
』（『
日
本
の
美
術
』

二
四
一
、
至
文
堂
、
一
九
八
六
年
六
月
）、
藤
岡
穣
「
説
法
印
阿
弥
陀
如
来
像
を
め
ぐ
る
試
論
」

（『
待
兼
山
論
叢　

美
学
篇
』
三
五
、
二
〇
〇
五
年
）、
鈴
木
雅
子
「
来
迎
阿
弥
陀
と
滅
罪
に
つ

い
て
の
一
試
論
」（『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
二
六
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
20
）
註
19
の
光
森
論
文
。
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図
版
出
典

　

図
１
～
６　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
保
管
（
井
上
久
美
子
撮
影
）

　

図
７
・
10　

深
大
寺
提
供

　

図
８
・
９
・
12
～
14　

東
京
国
立
博
物
館
（TN

M
 Image A

rchives

）
提
供

　

図
11　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
白
鳳
―
花
ひ
ら
く
仏
教
美
術
―
』
奈
良
国
立
博
物

館
・
読
売
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
近
畿
、
二
〇
一
五
年

　

図
15
・
16　

柳
澤
孝
・
辻
本
米
三
郎
・
渡
辺
義
雄
『
当
麻
寺
』（『
大
和
の
古
寺
』

二
）、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年

付
記

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
調
査
の
御
許
可
を
い
た
だ
い
た
松
蔭
寺
住
職
川
上
敬
之

氏
、
調
査
の
機
会
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
横
浜
市
教
育
委
員
会
、
東
京
国
立
博
物

館
西
木
政
統
氏
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
松
蔭
寺
川
上
閑
栖
氏
に
は
貴
重
な
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
折
に
触
れ
て
清
泉
女
子
大
学
教
授
山
本
勉
氏
、
神
奈
川
県
立

歴
史
博
物
館
館
長
薄
井
和
男
氏
、
同
学
芸
員
武
田
周
一
郎
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
ま

し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。


